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欧州のGPS受信機網を用いた全電子数変動の観測
Observations of total electron content variations using GPS networks in Europe
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欧州におけるGPS観測網データを用いて全電子数 (Total Electron Content; TEC)を算出し、TEC変動の水平二次元分布
を明らかにした。本研究では、各 GPS衛星－受信機間で得られた TECの時系列から 1時間移動平均を引くことにより
TECの変動成分を抽出し、衛星-受信機間のパスが高度 300kmを通る地点にプロットして TEC変動成分の水平二次元分
布を求めた。この TEC変動の二次元分布について、2008年一年間のデータ解析を行い、以下を明らかにした。(1)地磁
気緯度に沿って東西方向にのびる電離圏トラフの水平二次元構造を明らかにした。統計解析を行い、トラフの出現頻度
は、春・秋の日没後から真夜中にかけての時間に高いことを明らかにした。この結果は、トラフの緯度が地磁気活動に依
存し、地磁気活動が高いときに低緯度側に移動するという従来の観測結果と一致しており、トラフが低緯度側に移動し
たときにＧＰＳ－ＴＥＣの二次元分布で捉えられるとこを示している。(2)昼間におけるMSTIDは、冬季に発生頻度が
高く、南向きに伝搬するものが多い。この結果は、他の観測機器によるＭＳＴＩＤの観測結果やＧＰＳ-TECデータを用
いた他地域での観測結果と一致しており、従来から考えられてきたように、昼間のMSTIDが大気重力波に起因するもの
であることを支持している。これは、電離圏プラズマは中性大気との衝突によって磁力線に平行な方向にのみ動かされ
るが、大気重力波による中性大気運動の磁力線平行成分は、大気重力波が赤道方向に伝搬する時に最も大きくなるため
めと考えられている。また、本研究では、ＭＳＴＩＤ発生頻度の緯度依存性を明らかにするため、欧州を低緯度側と高
緯度側とに分け、それぞれにおいて発生頻度を調べたが、両者に明確な違いは見られなかった。(3)夜間においてMSTID
は南西方向に伝搬するものが多いことを明らかにした。この結果は、日本と南カリフォルニアにおけるGPS-TECの水平
二次元分布を用いて得られた統計解析結果や、日本やアメリカ域での光学観測で得られた統計結果とも一致する。夜間
のMSTIDが、北西から南東にのびる波面をもつものが多いことから、夜間のＭＳＴＩＤの生成に Perkins不安定が重要
な役割を果たしていると考えられる。さらに、本研究では、MSTIDの発生頻度には緯度依存性があり、高緯度では低緯
度に比較して発生頻度が低いことが明らかになった。
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